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継続のための受講サポートシステム
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キャリアデザイン講座
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受講初日にポイント9キャリアカウンセラーから自己分析とキャリアデザインのレクチャを受けながら、自分の資格取得後のゴールを設定します。それをモチベーションに試験合格を目指します。その後実務家講師の講義、同級生との情報交換のなかで設計の修正をしながらより満足度の高いゴールを目指してください。卒業後も社労士の会員組織をつくり、人や仕事等の情報のやりとりや法改正情報のブラッシュアップセミナー開催でコミュニケーションを強化しています。
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グループ合格表彰金制度

ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習を継続し、規定を満たし、合格者の輩出率のもっとも高かったグループ全員にポイント10　3万円を進呈します。〔支給には規定があります〕

(支給に関しての規定：全講義出席率8割以上、企業、行政等の教育支援金制度を利用していない方)



3 合格サポート割引制度

一定の基準を満たし、2011年度の社会保険労務士試験に不合格の場合で再度本スクールの同等コースの再受講をする際、3万円の割引制度(通常の再受講割引料金2万円)が適用されます。

(割引規定：全講義出席率8割以上で模擬試験6割以上の得点の方に限る。これ以外の再受講等割引制度との重複利用はできない。)


4 欠席時フォローシステム　
L.Sコーチの主任講師である村中一英先生(「社労士V」誌上講座でおなじみ)の全ての講義を収録したCD-ROMが自宅用予復習教材として組み込まれています。欠席時の該当箇所をみて学習すればすぐに追いつくことが出来ます。映像、音声、板書(パワーポイントで展開)で構成されるCD-ROMは自宅がリアルな教室になります。1.5倍速で再生すれば時間短縮にもなります。実際の講義の講師も全てLSコーチの講師です。該当科目の講義の内容や用語は研修等ですべて統一されていますので実際の講義との違和感はありません。

L.Sコーチ社労士塾提携　　　12月土曜コースの学習フロー
ゼロワン式　継続強化　高速合格学習　カリキュラム
現役合格の必要十分条件(通学の出会いのメリット、通信学習CD-ROMツール、答案演習コース)を全て備えた短期速習プログラムです。週1回土曜日開催です。日曜日は必ず予復習時間を取ってください。









　　



2011年受験対策　社会保険労務士受験講座

12月土曜コースカリキュラム　12/18(土)　開講

	回
	
	日時
	科目
	時間

	
	
	12月18日(土)
	キャリアデザイン講座・開校式
	10:00~15:00

	1
	基本講義
	1月8日(土)
	労働基準法①②
	10:00~17:00

	2
	
	1月15日(土)
	労働基準法③④
	10:00~17:00

	3
	
	1月22日(土)
	労働基準法⑤労働安全衛生法
	10:00~17:00

	4
	
	1月29日(土)
	労働者災害補償保険法①②
	10:00~17:00

	5
	
	2月5日(土)
	労働者災害補償保険法③④
	10:00~17:00

	6
	
	2月12日(土)
	雇用保険法①②
	10:00~17:00

	7
	
	2月19日(土)
	雇用保険法③④
	10:00~17:00

	8
	
	2月26日(土)
	労働保険徴収法
	10:00~17:00

	9
	
	3月5日(土)
	健康保険法①②
	10:00~17:00

	10
	
	3月12日(土)
	健康保険法③④
	10:00~17:00

	11
	
	3月19日(土)
	健康保険法⑤国民年金法①
	10:00~17:00

	12
	
	3月26日(土)
	国民年金法②③
	10:00~17:00

	13
	
	4月2日(土)
	国民年金法④⑤
	10:00~17:00

	14
	
	4月9日(土)
	厚生年金保険法①②
	10:00~17:00

	15
	
	4月16日(土)
	厚生年金保険法③④
	10:00~17:00

	16
	
	4月23日(土)
	厚生年金保険法⑤
	10:00~17:00

	17
	
	4月30日(土)
	労働一般①②
	10:00~17:00

	18
	
	5月7日(土)
	労働一般③④
	10:00~17:00

	19
	
	5月14日(土)
	社会一般①②
	10:00~17:00

	20
	
	5月21日(土)
	社会一般③④
	10:00~17:00

	21
	　　答案練習
	5月28日(土)
	答案練習　労基法・安衛法
	10:00~17:00

	22
	
	6月4日(土)
	答案練習　労災法・徴収法
	10:00~17:00

	23
	
	6月11日(土)
	答案練習　雇保法・徴収法
	10:00~17:00

	24
	
	6月18日(土)
	答案練習　健保法
	10:00~17:00

	25
	
	6月25日(土)
	答案練習　労働一般
	10:00~17:00

	26
	
	７月2日(土)
	答案練習　社会一般
	10:00~17:00

	27
	
	7月9日(土)
	答案練習　国年法
	10:00~17:00

	28
	
	7月16日(土)
	答案練習　厚保法
	10:00~17:00

	29
	
	7月24日(日)
	模擬試験
	10:00~17:00


· ８月の試験直前まで希望をとり、補講あるいはグループ学習を継続します〔予定〕。

出席率8割以上の達成の特典が多数ありますので、全講義出席を目指してください。継続することが合格への最短距離です。





講義168時間、グループ学習〔任意〕最大56時間、直前補講〔任意〕32時間+模擬試験　合計262時間





01　SCHOOL 社会保険労務士講座　12月土曜コース　初年度特別受講料：200,000円〔税込〕LSコーチの再受講生は180,000円〔税込〕





12月





直前期間　8月





アウトプット期間　5月～7月





インプット期間　2011年1月～4月





基本レクチャー


全10科目　基本講義


20回





②答案練習コース


全10科目答案演習+


解説講義　　全8回





キャリアデザイン講座　１回














直前期


補講








統一模擬試験





配布主要教材：テキスト10冊、全科目CD-ROM、過去問題集4冊、板書レジュメ、法改正テキスト、穴埋め選択式問題レジュメ、白書レジュメ、





①基本レクチャー(10：00～17:00　1　時間昼休憩)


労働関係科目について1人の専任講師、社会保険関係科目で1人専任講師が担当します。原則はテキスト解説講義→休憩（質問）→解説講義のサイクルで進めます。各科目の最終講義のあと確認テストを行います。随時とる休憩時間等はもちろん質問ができます。30名限定ですので、込み合うことはありません。ここでは効率よく、必要な知識を蓄えることと疑問点の解決を意識してください。





②答案練習コース(10：00～17:00　1　時間昼休憩)　選択式5問、択一式15問を毎回解いて実践力養成。


実際に教室で答案作成を行い、実践力の養成をします。答案演習→詳細解説講義のサイクルで進めます。自分の知識を整理して解答を導き出すプロセス確認と時間配分の訓練を行ってください。重要な条文は何回も本試験に出題されますが様々な角度で形式を変えて出題されます。頻出過去問題、出題形式に馴れるように意識してください。





統一模擬試験：横浜の教室で本試験同様の方式で開催します。





直前自主学習会は任意のプログラムですが、7月までの横浜教室の進捗度を講師とスタッフで判定して直前対策補講を行います(予定)。



































をたててアドバイスをします。ｸﾞﾙｰﾌﾟで申請して、土日の教室使用は可能な場合もありますので、活用方法は皆さん


と相談して決めましょう。





カリキュラムは変更する場合があります。








